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児
童
相
談
所
１
カ
所
当
た
り
の

総
相
談
受
付
件
数
は
１
万
１
０

０
２
件（
２
０
１
１
年
度
）、
虐

待
相
談
対
応
件
数
が
２
２
３
８

件（
同
）と
自
治
体
別
で
全
国
１

位
。
市
は
児
童
相
談
所
の
職
員

の
増
員
や
新
た
な
一
時
保
護
所

設
置
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
が
深
刻
な
社
会
問

題
と
な
る
中
、
大
阪
市
で
は
、

　

教
育
こ
ど
も
委
員
協
議
会
で

井
上
ひ
ろ
し
議
員
は
、
１
人
の

児
童
福
祉
士
が
約
２
０
０
件
の

ケ
ー
ス
を
抱
え
る
な
ど
「
パ
ン

ク
状
態
」
で
、
児
童
相
談
所
の

体
制
強
化
こ
そ
必
要
と
強
調
。

「
協
定
書
」
の
計
画
は
、
５
つ

の
特
別
区
ご
と
に
児
童
相
談
所

を
設
置
す
る
「
５
館
体
制
」
だ

が
、「
今
や
る
べ
き
は
児
童
相

談
所
と
24
行
政
区
と
の
連
携
強

化
。
機
能
の
分
散
や
『
５
館
体

制
』
は
相
談
機
能
の
後
退
に
つ

な
が
る
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
の
不
交

付
団
体
で
財
政
が
豊
か
な
東
京

都
で
す
ら
、
都
か
ら
特
別
区
へ

の
児
童
相
談
所
の
移
管
が
課
題

に
な
っ
て
い
る
が
進
展
が
な
い

と
指
摘
。「
東
京
都
で
踏
み
出

せ
な
い
も
の
を
、
政
令
市
で
あ

る
大
阪
市
を
解
体
し
て
、
な
ぜ

で
き
る
の
か
。『
５
館
体
制
』

の
財
政
的
根
拠
を
何
も
示
し
て

い
な
い
『
協
定
書
』
は
欠
陥
だ

ら
け
だ
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

保
険（
国
保
）や
介
護
保
険
を
、

各
特
別
区
で
は
な
く
一
部
事
務

組
合
で
共
同
運
営
し
ま
す
。
民

生
保
健
委
員
協
議
会
で
北
山
良

三
議
員
は
、
大
阪
市
は
現
在
、

国
保
加
入
者
の
保
険
料
負
担
を

抑
え
る
た
め
に
一
般
会
計
か
ら

１
７
６
億
円（
２
０
１
４
年
度

　
「
協
定
書
」で
は
、
住
民
の
命

と
健
康
に
直
結
す
る
国
民
健
康

　

橋
下
徹
大
阪
市
長
が
大
阪
市
を
解
体
し
て
特
別
区
に
分
割
す
る「
協
定
書
」を
大
阪
市
議
会
に
上
程
し
た
の

を
受
け
て
10
日
、
５
つ
の
常
任
委
員
協
議
会
で「
協
定
書
」の
関
連
事
項
に
つ
い
て
、
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
議
員
の
質
問
で
、「
協
定
書
」の
矛
盾
や
問
題
点
が
い
っ
そ
う
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
「
中
央
区
」
は
52
人
に
１

戸
、「
南
区
」
は
18
・
５
人
に

１
戸
と
、
２
・
８
倍
の
格
差
が

生
ま
れ
る
と
指
摘
し
、「
住
ん

で
い
る
地
域
の
違
い
で
格
差
が

生
ま
れ
る
の
は
、
不
公
平
で
は

な
い
か
」
と
迫
り
ま
し
た
。

　

住
宅
の
申
し
込
み
に
は
、
そ

の
特
別
区
民
か
同
区
で
働
い
て

い
る
こ
と
が
要
件
に
な
る
か
の

難
」と
な
れ
ば
、
年
間
で
加
入

者
人
当
た
り
２
万
３
３
０
０

円
、
４
人
家
族
で
10
万
円
近
い

国
保
料
引
き
上
げ
に
つ
な
が
る

と
し
、「
大
変
な
住
民
負
担
増

に
な
る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
法
制
度
で
は
、
来

年
度
か
ら
要
支
援
認
定
者
へ
の

主
な
給
付
サ
ー
ビ
ス
が
移
行
す

る
「
地
域
支
援
事
業
」
は
、
各

自
治
体
の
判
断
で
実
施
。
北
山

議
員
は
「
介
護
保
険
も
一
部
事

務
組
合
で
担
え
ば
、
特
別
区
の

裁
量
権
は
小
さ
く
な
り
、“
ニ

ア
イ
ズ
ベ
タ
ー
”
か
ら
遠
く
な

る
」と
指
摘
し
ま
し
た
。

当
初
予
算
）の
任
意
繰
り
入
れ

を
し
て
い
る
が
、
一
部
事
務
組

合
化
で
ど
う
な
る
か
質
問
し
ま

し
た
。

　

福
祉
局
は
「
今
後
、
一
部
事

務
組
合
や
関
係
者
間
で
整
理
さ

れ
る
」
と
述
べ
、
現
時
点
で
は

何
も
決
ま
っ
て
い
な
い
と
答
え

ま
し
た
。
北
山
議
員
は
、
特
別

区
の
財
政
運
営
は
厳
し
く
、
一

部
事
務
組
合
で
「
繰
り
入
れ
困

地
下
鉄
・
市
バ
ス
の
民
営
化
が

実
現
し
な
い
場
合
、
両
事
業
と

も
府
に
移
管
し
、
民
営
化
さ
れ

れ
ば
地
下
鉄
の
株
式
は
特
別
区

の
も
の
と
し
ま
す
。

　

交
通
水
道
委
員
協
議
会
で
岩

崎
け
ん
た
議
員
は
、
大
阪
市
か

ら
府
に
移
管
す
る
２
５
０
も
の

　
「
協
定
書
」
で
は
、
特
別
区

設
置
ま
で
に
橋
下
市
長
の
狙
う

４
車
線
以
上
の
幹
線
道
路
や
、

府
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

す
る
道
路
、
広
域
的
な
防
災
機

能
を
持
つ
道
路
は
府
所
管
す
る

と
し
て
い
ま
す
。
建
設
消
防
委

員
会
で
、
こ
は
ら
孝
志
議
員

は
、
地
元
大
正
区
の
大
正
通

や
、
な
み
は
や
大
橋
を
含
む
海

　
「
協
定
書
」
で
は
、
御
堂
筋

な
ど
現
在
大
阪
市
が
管
理
す
る

事
業
に
敬
老
パ
ス
は
含
ま
れ
て

い
な
い
と
指
摘
。「
特
別
区
が
実

施
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
実
施
し
な
い

区
が
で
き
た
場
合
は
、
シ
ス
テ

ム
面
で
支
障
が
生
じ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
た
だ
し
ま
し
た
。

　

交
通
局
は
「
全
区
で
統
一
的

な
対
応
が
望
ま
し
い
」
と
し
な

が
ら
、
現
行
１
乗
車
50
円
の
自

岸
通
を
例
に
、
府
移
管
の
問
題

点
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

こ
は
ら
議
員
は
、
両
道
路
に

は
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
生

活
道
路
の
側
面
も
あ
る
と
指

摘
。「
大
正
通
は
市
バ
ス
の
走

行
も
多
く
、
道
路
の
傷
み
も
早

い
。
い
ま
な
ら
大
阪
市
に
要
望

す
れ
ば
優
先
的
に
補
修
さ
れ
る

が
、
府
が
管
理
す
れ
ば
ど
う
な

己
負
担
を
徴
収
す
る
区
や
１
０

０
円
に
す
る
な
ど
特
別
区
で
違

い
が
生
ま
れ
る
と
、「
新
た
な

カ
ー
ド
発
行
や
シ
ス
テ
ム
対
応

が
必
要
に
な
り
、
相
当
な
費
用

を
要
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

岩
崎
議
員
は
、
こ
れ
ま
で
上

下
水
道
料
金
は
一
括
し
て
徴
収

し
て
い
た
が
、
水
道
事
業
は
一

部
事
務
組
合
に
よ
る
共
同
運

営
、
下
水
道
事
業
は
府
に
移
管

す
る
こ
と
で
複
雑
に
な
る
と
指

摘
。「
大
阪
市
解
体
、
特
別
区

設
置
は
市
民
に
と
っ
て
メ
リ
ッ

ト
が
な
い
ば
か
り
か
、
弊
害
だ

ら
け
」と
主
張
し
ま
し
た
。

る
の
か
。
生
活
道
路
は
街
づ
く

り
に
欠
か
せ
ず
、
基
礎
自
治
体

が
管
理
す
べ
き
も
の
。
広
域

（
府
）が
管
理
す
る
こ
と
で
住
民

の
声
が
届
き
に
く
く
な
る
」
と

主
張
し
ま
し
た
。

　

ま
た
港
湾
と
と
も
に
、
臨
港

地
区
の
都
市
計
画
も
府
に
移
管

さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
は

ら
議
員
は
、「
大
正
区
な
ど
臨

港
地
区
の
都
市
計
画
は
産
業
中

心
だ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
は
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
必

要
。
大
阪
市
で
実
施
し
て
き
て

い
る
の
に
、
区
民
の
声
が
届
き

に
く
く
な
る
」
と
し
ま
し
た
。

の
問
題
で
質
問
。「
協
定
書
」

で
は
、
市
営
住
宅
は
そ
の
場
所

に
あ
る
特
別
区
の
財
産
に
な
り

ま
す
。

　

小
川
議
員
は
、
最
少
の
新

「
中
央
区
」
は
約
８
千
戸
、
最

大
の
新
「
南
区
」
は
約
３
万
７

千
戸
だ
と
指
摘
。
人
口
で
み
る

　

都
市
経
済
委
員
協
議
会
で
小

川
陽
太
議
員
は
市
営
住
宅
な
ど

か
と
い
う
問
い
に
、
市
当
局
は

「
特
別
区
で
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

小
川
議
員
は
「
特
別
区
へ
の

分
割
は
メ
リ
ッ
ト
ど
こ
ろ
か
マ

イ
ナ
ス
ば
か
り
。
今
の
大
阪
市

で
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
や
権
限
が

後
退
す
る
か
、
失
わ
れ
る
こ
と

ば
か
り
だ
」
と
強
調
。「
成
長

戦
略
で
カ
ジ
ノ
誘
致
を
進
め
る

と
い
う
が
、
カ
ジ
ノ
は
賭
博
。

付
加
価
値
は
生
ま
れ
ず
、
人
の

金
を
ま
き
上
げ
る
だ
け
。
中
小

企
業
支
援
な
ど
、
ま
と
も
な
経

済
施
策
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
傾
け

る
べ
き
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

大阪都構想「協定書」

国
保
料
値
上
げ
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
低
下

矛
盾･

問
題
点
次
々
と

大
阪
市
議
会 

共
産
党
議
員
が
質
問

国
保
は
一
部
事
務
組
合
化

児
童
相
談
所
の
５
館
体
制

市
営
住
宅
は
各
特
別
区
に

敬
老
パ
ス
も
各
特
別
区
に

道
路
管
理
の
府
移
管
問
題

繰
入
廃
止
な
ら
保
険
料
値
上
げ

機
能
の
後
退
に
つ
な
が
る
恐
れ

不
公
平
拡
大
し
サ
ー
ビ
ス
低
下

対
応
が
異
な
れ
ば
膨
大
な
費
用

基
礎
自
治
体
で
生
活
道
路
管
理

民
生
保
健
委
協
で
北
山
議
員

教
育
こ
ど
も
委
協
で
井
上
議
員

都
市
経
済
委
協
で
小
川
議
員

交
通
水
道
委
協
で
岩
崎
議
員

建
設
消
防
委
協
で
こ
は
ら
議
員

北山良三議員井上ひろし議員

小川陽太議員岩崎けんた議員こはら孝志議員


